
 
 

 

2019 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名 
基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

36107 
ファッションアクセサリーズ 

Fashion Acessories 
長谷川 えり子 専門 1 選択 １・２年後期

科目の概要 

ファッションのトータルコーディネートおけるアクセサリーの果たす役割は大きく、その効果を知ることで素敵なファッショ

ンスタイルが生まれる。本授業では、アクセサリーの種類を知り、制作技術を身につけ、自分のイメージに合ったアクセ

サリーを制作する。ネックレス、ピアス、イヤリング、ブレスレットなど、ラインストーンやビーズなどの材料を使って独自の

発想や表現力をもとにデザインし、制作するための専門的技能を修得する。制作にあたっては、ハンドメイドで進めて

いくので、真心を込めて、完成度の高い作品に仕上げるために努力する姿勢を養っていく。また、制作したアクセサリ

ーの着装について、最適なコーディネート提案ができるように柔軟な思考力を実践する。 

学修内容 到達目標 

① アクセサリー制作に必要な工具の種類と使い方、テク

ニックについて実習を通して学ぶ 

② アクセサリーの基本的な制作方法について実習を通し

て学ぶ 

③ アクセサリー制作を通して、もの作りの姿勢、技術の向

上を目指し、コーディネートについて創造する 

① アクセサリーの材料、制作用工具を知り、金具の扱い

などの基本的な技術を身に付けることができる。 

② アクセサリー制作を通して、丁寧に取り組む姿勢を身

につけ、作品を作り上げることができる。 

③ アクセサリーの様々な表現方法を知り、もの作りに対す

る感性、コーディネート力を磨くことができる。 
学生に発揮させる社会人基礎力の

能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 ファッション情報を積極的にキャッチし、店頭や雑誌に掲載されたアクセサリー商品の動向

を捉える 

働きかけ力  

実行力 制作にあたっては、何度も操作を繰り返して技術の上達を目指す 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 制作で上手くいかなかった点について、原因を分析し、次の取り組みに活かす 

計画力  

創造力 様々なアクセサリーの制作方法を知り、いろいろな材料と組み合わせて、新しい作品を提

案する 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 ファッションスタイルに合ったアクセサリーの提案を考える 

傾聴力 制作方法では、教員の説明をしっかりと聞き、ポイントはメモをとる 

柔軟性  

情況把握力  

規律性 授業前に準備するものは机上に揃える。作品やプリントの提出期限は守る 

 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力  

テキスト及び参考文献 

テキスト：毎時間、プリントを配布する 

参考文献：なし 

他科目との関連、資格との関連 

他科目との関連：ファッションコーディネート演習 

資格との関連：なし 

学修上の助言 受講生とのルール 

普段からファッションアイテムに関心を持ち、ファッション雑

誌、売り場などでファッションスタイルに触れるように心がけ

よう。その中でアクセサリーの種類や使い方を観察しよう。 

演習授業であるので、欠席しないこと。 

作品制作費用・・・1作品－100 円～500 円 

（選定材料種類による） 

資格取得希望者は、別途認定作品の材料費、および認定証発行費用がか

かる。 



 
 

【評価方法】 

評価方法 
評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

筆記試験  

   

  

  

  

小テスト  

   

  

  

  

レポート  

   

  

  

  

成果発表 

（口頭・実技） 
30 

 ・第８回～14回の内容について、制作した作品のデザイン性、独自性、コーデ

ィネート提案を確認するためにプレゼンテーションを行う。 

制作作品の成果（2 点）作品提示、コーディネート提案画像提示 

・作品のデザイン性、完成度（出来映え）を評価する。 

②  
③  
  

  

作品 40 

 制作した作品に対して、完成度（優れて高い：Ａ、完成はしているが、仕上がり

は普通：Ｂ、完成はしているが、仕上がりが悪い：C、完成できていない：Ｄ）を

評価する。 

作品は講評会で良い点を評価し、返却する。 

②  
③  
  

  

社会人基礎力

（学修態度） 
10 

 （主体性）ファッション情報をとらえ、アクセサリー作品に活かされているかを制

作した作品より評価する。 

（実行力）何度も操作を繰り返して技術の上達がみられたか、作品より評価す

る 

（課題発見力）制作で上手くいかなかった点について、分析ができているかを

制作記録により確認する。 

（創造力）アクセサリーの制作方法といろいろな材料と組み合わせて、新しい

作品が提案できたかを作品により評価する 

（発信力）成果発表では、ファッションスタイルに合ったアクセサリーの提案が

できたかを評価する 

（傾聴力）教員の説明をしっかりと聞き、スムーズに制作を進めることができた

か 

（規律性）提出期限を守ることができたか 

②  
③  
  

  

その他 20 

①  制作方法をまとめたプリントはわかりやすく図を加える。 

再度、制作ができるように、制作ポイントを明確にしてまとめる。 

提出プリントは教員が内容を評価して、次回に繋がる指示を書き込んで返却

する。 

②  
③  
  

  

総合評価 

割合 
100 

   

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びＣ（可）の基準 

Ａ：アクセサリーの概要を捉え、自分の作りたいデザインを

考え、制作することができる。制作を通して、バランス感覚、

ファッションセンスを磨き、ファッションスタイルに合わせたコ

ーディネートを提案することができる。 

Ｓ：上記に加え、作品の完成度が高く、講評会での評価が

高く、制作記録がしっかりまとめられている。 

Ｂ：アクセサリーの種類を知り、授業で学習したアイテ

ムを制作することができる。制作を通して、スキルを身

につけ、自分のファッションスタイルにコーディネート

することができる。 

Ｃ：上記の基準に対して、制作はできているが作品の

仕上がりが悪く、取り組む姿勢に努力が見られない。



 
 

 

週 学修内容 
授業の実施方法及び

フィードバック方法
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

授業の進め方について 

ファッションアクセサリーの概要 

講義と質疑応答 

PP により、アクセサリ

ー の 種 類 を 紹 介 す

る。 制作する作品の

材料を検討する 

本授業についての取り組

み方を理解できる。 

アクセサリーの概要を材料

や工具を把握できる。 

（予習）アクセサリーの

種類を調べる 

（復習）プリント内容を

復習し、手持ちのアク

セサリーを調べる。 

60 傾聴力

２週 

/ 

ジュエルデコレ 作品① 

ジュエルデコレの手法でラインス

トーンを使ったストラップを制作

する。 

  演習 

制作方法説明後に各

自制作実習 

作品提出、制作記録

提出後にフィードバッ

クする。 

 

ジュエルデコレの技法を習

得し、作品を完成できる。

 

（予習）ラインストーン

を使ったアクセサリー

を調べる 

（復習）作品のコーデ

ィネート例を考える 

制作記録をまとめる 

60

主体性

実行力

創造力

規律性

３週 

/ 

天然石ブレスレット 作品② 

パワーストーンを使用したブレス

レットを制作する。 

演習 

制作方法説明後に各

自制作実習 

作品提出、制作記録

提出後にフィードバッ

クする。 

パワーストーンを組み合わ

せたブレスレットが完成で

きる。 

（予習）パワーストーン

のブレスレットを調べ

る 

（復習）パワーストーン

の効能を調べる 

制作記録をまとめる 

60

主体性

実行力

創造力

規律性

４週 

/ 

金具パーツと工具の基本操作 

工具の操作と金具の種類に合わ

せた基本テクニックを練習する。 

演習 

制作方法説明後に各

自制作実習 

金具パーツの種類を知り、

工具の使い方と基本操作

ができる。 

（予習）ネックレスの種

類を調べる 

（復習）手持ちのアク

セサリーでの金具の

使い方を調べる 

60
主体性

実行力

 

５週 

/ 

プチネックレス 作品③ 

金具パーツを使い、チャームを

アレンジしたプチネックレスを制

作する。 

演習 

制作方法説明後に各

自制作実習 

作品提出、制作記録

提出後にフィードバッ

クする。 

ネックレスの構成を知り、課

題作品を制作できる。 

（予習）ネックレスのパ

ーツを調べる 

（復習）作品のコーデ

ィネート例を考える 

制作記録をまとめる 

60

主体性

実行力

創造力

規律性

６週 

/ 

ピアス or イヤリング作品④ 

金具パーツを使い、チャームを

アレンジしたピアス、イヤリングを

制作する。 

演習 

制作方法説明後に各

自制作実習 

作品提出、制作記録

提出後にフィードバッ

クする。 

ピアス、イヤリングの構成を

知り、課題作品を制作でき

る。 

（予習）ピアスのパー

ツを調べる 

（復習）作品のコーデ

ィネート例を考える 

制作記録をまとめる 

60

主体性

実行力

創造力

規律性

７週 

/ 

ビーズステッチ作品⑤ 

針と糸を使った技法で、ブレスレ

ットをシェブロンステッチにより制

作する。 

演習 

制作方法説明後に各

自制作実習 

作品提出、制作記録

提出後にフィードバッ

クする。 

ビーズステッチ技法を理解

し、課題作品を制作でき

る。 

（予習）ビーズの種類

と特徴を調べる 

（復習）作品のコーデ

ィネート例を考える 

制作記録をまとめる 

60

主体性

実行力

創造力

規律性

８週 

/ 

オリジナルアクセサリー制作のた

めのデザインワーク 

  演習 

作品制作について、

説明後に各自制作ア

イテムをデザイン実習

アクセサリーのオリジナル

デザインができる。デザイ

ンに合わせたパーツを選

定できる。 

（予習）作ってみたい

アクセサリーを調べる

（復習）作品の制作方

法を考え、まとめる 

 

60

主体性

創造力

課題発

見力 

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

 



 
 

週 学修内容 
授業の実施方法及び

フィードバック方法
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

オリジナルアクセサリー制作のた

めの材料選定 

選定した材料をネット、店舗で収

集する。 

  演習 

材料選定方法説明後

に各自使用材料をネ

ットで調査する 

制 作 に 必 要 な 材 料 を 考

え、選定することができる。

（予習）デザイン決定

したアクセサリーの必

要パーツを調べる 

（復習）作品の制作方

法を考え、まとめる 

 

60

主体性

実行力

課題発

見力 

10 週 

/ 

オリジナルアクセサリー制作 1 

制作方法について、今までの学

修を振り返り、能率的な方法を

考え、計画を立てる。 

演習 

制作方法を検討し、

計画を立て各自制作

実習 

制作手順を計画し、制作

方法を考えることができる。

（予習）デザイン決定

したアクセサリーの制

作方法を考えまとめる

（復習）立案した計画

を振り返り、制作の構

想を考える 

60
実行力

創造力

１１週 

/ 

オリジナルアクセサリー制作 2 

作品⑥ 

前回検討した制作方法にそっ

て、作品を制作する 

演習 

制作方法説明後に各

自制作実習 

作品提出、制作記録

提出後にフィードバッ

クする。 

自分で考えたオリジナルア

クセサリーを制作すること

ができる。 

（予習）立案した計画

を確認する 

（復習）制作記録をま

とめる 

60
実行力

創造力

規律性

１2 週 

/ 

オリジナルアクセサリー制作 3 

作品⑦ 

前回検討した制作方法にそっ

て、作品を制作する 

演習 

制作方法説明後に各

自制作実習 

作品提出、制作記録

提出後にフィードバッ

クする。 

自分で考えたオリジナルア

クセサリーを制作すること

ができる。 

（予習）立案した計画

を確認する 

（復習）制作記録をま

とめる 

60
規律性

実行力

創造力

１3 週 

/ 

アクセサリー制作まとめ 

（オリジナルレシピ作成） 

オリジナル作品の画像、材料、

制作方法、ポイントをまとめ、レ

シピを作成する 

  演習 

制作方法をまとめる 

提出後にフィードバッ

クする。 

完成作品について、レシピ

を考案し、まとめることがで

きる。 

（予習）レシピ内容を

考えまとめる 

（復習）制作したレシ

ピを使って再度作品

を制作する 

60
実行力

創造力

１4 週 

/ 

アクセサリー制作まとめ 

（コーディネートマップ作成） 

オリジナル作品の活用方法を検

討し、コーディネート提案を行

い、マップに表現する。 

  演習 

制作したアクセサリー

の活用を考えたコー

ディネートを提案す

る。提出後にフィード

バックする。 

完成作品をコーディネート

し、イメージするマップを考

案することができる。 

（予習）作品に合わせ

てコーディネート例を

考える 

（復習）コーディネート

の実際を試す 

60
実行力

創造力

発信力

１5 週 

/ 

オリジナル作品講評会 

制作した作品を発表する 

他の学生の制作作品を比較検

討し、お互いに評価する 

  演習、プレゼンテ

ーション 

作品について、デザ

インの特徴、コーディ

ネート提案を発表す

る。全員の作品につ

いて、講評会を行い、

終了後にフィードバッ

クする。 

作品を発表し、他の作品を

評価することができる。 

（予習）発表原稿を考

え、まとめ、練習する

（復習）課題プリントを

まとめる 

60
発信力

傾聴力

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

 


